
江戸中期

大櫓時計 (二丁天符目覚付 )
Tower clock

重りを動力にした和時計で、時計針は、�日で１回転します。江戸時代の不
定時法※に合わせて昼と夜の単位時間の長さが自動的に切り替るように工夫
されています。櫓時計は、床の間置きなどとして、装飾を施したり、家紋な
どを入れた豪華なものが多くみられます。

※日の出��分前と日の入り��分後の間をそれぞれ�等分したものを一刻とす
る時間の計り方

や ぐ ら てん  ぷ め ざまし



http://www.tcmit.org/360virtual/館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360
これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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